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02 地形と水系02 地形と水系
　神奈川県は、地形からみると大きく三つの地域に分

けることができます。まず、県内で 1 番高い蛭ヶ岳を

はじめ標高 1,500m 前後の山々が連なる丹沢山地や

三重式火山で知られる箱根火山が特徴の西部山岳地

域、次に多摩丘陵と三浦半島からなる東部丘陵地域、

そして相模川を中心に両岸に広がる平坦な段丘と低地

からなる中央地域です。地層をみると、県の西部と東

部ではできた時代や構造に違いがあり、県西部は約

7000 万～ 3000 万年前に堆積した小仏層群や相模

湖層群が、陣馬山、相模湖、津久井湖にかけて露出し

ています。一方、県東部には三浦半島の中央に約

1500 万年前に堆積した葉山層群が分布しており、そ

の一部を、保水性の高い関東ローム層が覆っています。

　河川沿いには沖積層が形成されており、現在の地形

は、数千万年にわたる様々な変遷を経て造り出されま

した。

　水系をみると、東京都との県境には多摩川、県の中

央部には相模川、西部には酒匂川が流れ、その周りに

は広い平野ができています。中でも相模川、酒匂川は

重要な水源として、水道用水、工業用水、発電用水、

農業用水など、地域の生活、産業、経済を支えるため

に利用されています。

　また、豊かな水資源の一つである湧水は、生活用水

として使われる以外にも観光の名所となったり、公園

としても親しまれています。さらに、箱根や湯河原な

どでは温泉が出ることでも有名です。

神奈川県の地形

神奈川県の水系

神奈川の大地の成り立ち

温泉
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